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プロジェクト参加者の3か年推移

1日目 2日目

項目
平成29年度 平成30年度 令和１年度

実施
日時

9/2（土）・3（日）

10：00～13：00

8/25（土）・26（日）

10：00～14：00

繁忙期展開と通行自粛時間延長

8月24（土）・25（日）

10：00～14：00

代替交通
手段

既存交通モードストック活用

（路線バス、レンタサイクル、遊

覧船等）

既存ストック+シャトルバス運行

（焼山～子ノ口30分間隔 ／子ノ

口～休屋40分間隔）

シャトルバス運行拡充（焼山～

休屋間直通運行 20分間隔）

インセン
ティブ等

ボランティアガイド／商品・食

事・レンタサイクル等割引 等

遊覧船等割引拡充／仮設トイ

レ2箇所設置 等

周遊促進スタンプラリー／仮設

快適トイレ導入 等

コミュニ
ケーション

手法

県内関係機関、宿泊施設等

へポスター・パンフレット配布／

ＨＰ／ＳＮＳ等

ポスター・パンフレットのデザイン刷

新＆県外へ配布／多言語広報

展開 等

ポスター・チラシ配布エリア拡大

／秋田県側トラック・レンタカー協

会呼びかけ 等

シャトルバスを運行
焼山～休屋間

（20～30分間隔）

子ノ口

リストバンド提示で
商品割引などの特典

仮設トイレ
設置

ボランティアガイドによる案内
≪流れの名所体感コース≫
（石ヶ戸～雲井の滝）

ボランティアガイドによる案内
≪滝体感コース≫

（子ノ口～雲井の流れ）

・ 駐車場にマイカーを駐車
・ プロジェクト参加受付
・ シャトルバスやレンタサイクルに乗りかえ

焼山駐車場

奥入瀬渓流館
駐車場

P

P

P

休屋

リストバンド提示で
商品割引などの特典

焼山

せせらぎの音を守るため、
また渋滞解消のために、
運送業等への広域迂回の協
力をお願い

スタンプラリー
（焼山・石ケ戸・子ノ口・休屋）

参加者へ“SNSへの写真投稿”
を呼びかけ
（次年度チラシ等への写真活用）

８／２４（土）・２５（日）
両日共に１０：～１４：００

１日フリーパス 料金1,000円

８／２４（土）・２５（日）
両日共に10:00～14:00

クルマ抑制を促した新たな観光モビリティ・マネジメント

～奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト～

３ か年の取り組み概要

 参加者《増》⤴ ➡ 通行車両《減》⤵ ➡ 奥入瀬渓流『音』《ＵＰ》⤴
 地元、業界団体等多様なステークホルダーを絡めて地域の意識醸成

 マイカーに次いで需要の多いレンタカー等では明確な削減は未発現
 プロジェクトの“低い認知度”、一方で取り組み主旨には“高い賛同”
 高齢者・子連れ等の奥入瀬渓流散策環境の構築

将 来は“歩いて楽しむ奥入瀬”へ

３ か年の取り組み結果

今 後の展開

将来の奥入瀬渓流の姿に繋がる
観光モビリティ・マネジメントの継続・展開

 将来の“歩く奥入瀬”実現に向けた交通体系検証

（自動車削減＆快適な散策環境構築）

 将来の“奥入瀬渓流利活用（観光）”・“交通規

制導入”に向け、地域・来訪者の意識醸成

基
本
方
針

参加者は
年々増加

【問い合わせ】

国土交通省 東北地方整備局

青森河川国道事務所

担当：調査第二課

木村（きむら）

017-734-4570（直通）

kimura-s82ab@mlit.go.jp

▲令和１年度 奥入瀬せせらぎ体感プロジェクトイメージ

効
果

課
題

将来の奥入瀬渓流の姿（交通モード、散策スタイル、観光スタイル等）
にマッチしたモビリティ・マネジメントを展開し、課題を抽出

 将来交通システムへの対応（シャトルバス運行改善新たな交通モード導入等）

 散策環境の改善（高齢者・子連れの散策環境向上、周遊促進の仕掛け）

 来訪者の交通規制理解促進（“共感”を生む広報、多くの“目に触れる”広報）

 地域との協働体制構築（地元や観光関係者との協力体制構築、県内外との広域連携促進）

 MM取り組み関連（実施期間・実施時期見直し、PDCA継続）

対
応
施
策

地元の高校、NPO法人、トラック協会等
多様なステークホルダーと関係構築
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通行自粛時間帯の交通量削減状況

プロジェクト時 通常時（9月)
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ここから歩くのは無理だから

シャトルバス・レンタサイクルが有料

奥入瀬渓流を散策する時間がない

奥入瀬渓流迂回ルートを知らない

交通規制ではなく通る権利がある

小さい子供や高齢者が同行者にいる

車いす利用者が同行者にいるから

奥入瀬渓流来訪者のプロジェクト非賛同理由

※H29は通行自粛時間は10～13時の計3時間※H29は通行自粛時間は10～13時の計3時間
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奥入瀬渓流来訪者のプロジェクト認知度

知っていた 知らなかった

 奥入瀬渓流は、交通混雑、散策者安全確保等の問題が存在

 奥入瀬渓流を迂回する国道103号奥入瀬（青橅山）バイパスが事業中

 バイパス完成後は、奥入瀬渓流区間は車両通行規制を導入予定

 通行規制導入後の姿は、“歩く奥入瀬 天然の自然博物館”

 奥入瀬渓流の「音」を楽しむことを動機付け、 「音」を定量的評価指標化

 クルマ抑制を促し、将来の奥入瀬渓流区間通行規制を見据え、平成29年

から新たな観光モビリティ・マネジメントを実施

音 を動機付けとしたＭＭ展開

自発的な協力を促す事で、地元や道路利用者の意識醸成

奥入瀬渓流区間の安全性向上・環境負荷低減・音環境向
上による、観光地としての魅力向上

目的１

目的２

これまでの変遷（主な変更点）

▲“将来の通行規制導入”広報用チラシ ▲代替交通手段のシャトルバス運行状況

＜表面＞ ＜裏面＞

各年で通行自粛時間帯の自
動車交通量を削減

非賛同は、“歩
けない”、“子連
れ・高齢者同
行”を理由
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奥入瀬渓流来訪者のプロジェクト賛同意向
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通行自粛時間における車種別交通量削減状況
（プロジェクト時交通量－通常時交通量）

＜トラック協会加盟企業向けチラシ＞＜高校生ボランティアガイド＞

＜車椅子利用者現地点検＞

＜ＮＰＯボランティアガイド＞

業務関連交通、
マイカーは各年
で削減発現

レンタカー
削減効果は

未発現

来訪者の8割前後は
プロジェクトを知らない

▲奥入瀬渓流における交通混雑の状況

▲県内外へ配布したポスター
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奥入瀬渓流“音環境”の改善状況
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（8/17・土）７時台
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（8/24・土） ７時台

＜千筋の滝 調査結果（Ｒ1）＞

車の少ない7時台は“自動車音”が低減
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阿修羅の流れ 千筋の滝

＜自然環境音割合の通常時からの改善割合＞

各年で自然環境音
出現割合が向上

雨音が
大部分

自粛時間帯7.6％向上

交通量増交通量減

※Ｒ1調査結果

▲渓流区間内での広報例

来訪者の8割前後は
プロジェクトに賛同


